
会議名称 令和７年度　荏田高等学校　第２回　学校運営協議会

開催日時 令和７年11月７日(金)　15:50～16:50

開催場所 荏田高等学校　会議室　

出席者
（委員）横手美枝子、阿部　千鶴、市川　宰、市川洋行、田中　智子、小松　厳
（職員）三橋良明、伊東絵里、加藤道夫、森　隆、浅川健太、今里　学、牧野　雄、戸田真一

会議資料
神奈川県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則、神奈川県立学校における学校運
営協議会の運営等に関する要綱、スクールポリシー、グランドデザイン、学校教育計画、学校評価報告
書（目標設定）、中間報告及び今後の予定、地域連携中間報告

　出席者紹介　　三橋副校長より
・過半数の出席があり本日の協議会が成立している報告

１， 会長あいさつ　市川会長より

２．校長あいさつ　小松校長より
●駅伝 女子6位関東大会
●吹奏楽東関東大会出場
●進路頑張っている

　※副校長より出席者の紹介

３．議事
（１）学校評価部会　　各グループより中間報告及び今後の予定

＜学習支援グループより＞　　　　　　　森総括教諭
●電子黒板の効果的活用についての実施事例を含めた研修を実施予定
●支度学習を含む学習コンテンツの活用方法について教員間で共有化
●到達度テスト実施後の自律的学習の促進
●事故がない成績処理の運営
●今後、デジタル採点支援システムの活用、研修会

※質問　再度授業を体験できるyoutube的なものはあるか
※回答　教科による　時間的に難しい等、課題あり

＜生活支援グループより＞　　　　　　浅川総括教諭
●サポートドックの実施、対応の継続  １クラスに数人面談をしている状況
●アカウントなりすまし等の問題、警察と連携しながら対応
●通学指導の強化の必要
●いじめ等の目に見える問題の未然防止を行う努力
●今後、様々な形の連携を通して生徒のニーズに応じたサポートを継続して行っていく

※質問　「いじめ」と「いじり」の境界　　被害生徒からはなかなか訴えにくい
※回答　本人以外にも、関係した他の生徒からの訴えがある場合も

〈活動支援グループより〉           今里総括教諭
●６月体育祭、７月球技大会、９月文化祭の実施　暑さ対策が重要課題
●文化祭、キャッシュレス決済によって安全確保ができた
●部活動も盛んに行われ、成績も残した
●生徒会役員選挙の実施
●次年度に向けた改善、環境整備を行う

神奈川県立荏田高等学校　学校運営協議会　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。



＜進路支援グループより＞　　　　　　加藤総括教諭
●上級学校の入試情報の収集、適切な情報発信、効果的な支援等を実施
●今後の入試制度についての正確な情報の教員間での共有が課題
●学年ごとの探求活動を通したキャリア支援を行った
●自己理解、協働意識、自己肯定感の構築を意識した企画の立案につとめる

※意見　アルバイトやボランティアを通じて進路を決めた子供もいる
※意見　自己理解を深め、キャリアへのマインドを高めていく　高大連携の活用

＜情報広報グループより＞　　　　　　　　戸田教諭
●荏田坂清掃、荏田南小夏祭り等、地域との連携事業を継続的に実施
●HPの見直し、更新回数の増加　　中学生とのインターフェースとして
●学校説明会、学校見学会を通し、中学校への広報活動を実施
●グリーンcleanえだ大作戦を通し、荏田南小中との連携事業を行う

※横手委員より　「高校生の地域参加が地域を元気にする、来年もよろしく」

＜管理運営グループより＞　　　　牧野総括教諭
●入学式・始業式・終業式等の学校行事をコロナ禍後の見直しを加えながら行った
●PTAとの連携で様々な側面から生徒の学校生活を支援した
●ICTを活用した授業の環境づくりに努めた
●職員の各種リスクマネジメントの意識向上に努めた
●今後、学校行事の年間計画の日程を検討
●ICT活用に向けた施設管理に努める
●学校運営上の課題を職員で共有し、公務の効率化に向けた学校管理運営に努める

※意見　小学校での電子黒板を使った授業　ご参考に　
※質問　PTA会長より　交通機不通時等の際の連絡ツールはあるか　⇐マチコミ等

 (2) 地域連携部会　令和７年度地域連携中間報告について
　　1.荏田夏祭りへの参加　   ジャグリング部、吹奏楽部、ボランティア、PTA
　　2.荏田坂清掃   １年生　全１０回
　　3.グリーンcleanえだ大作戦　　11/14

※救命救急講習を受けた生徒が、消防署から手伝いの依頼あり⇒　地域連携

４．意見交換
●清掃活動がよい、自身の成長にも⇒　広報にも活用したらどうか
●市が尾の無料自習室をご各様ください（緑法人会より）

５．その他
・次回令和８年３月６日実施予定

締め挨拶　副校長より
閉会のご挨拶


